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執筆及び投稿に関する細則

○熊本学園大学『社会関係研究』の執筆及び投稿に関する細則

第１条　熊本学園大学『社会関係研究』（以下「本誌」という。）の執筆及び投稿については、この

細則の定めるところによる。

第２条　本誌に投稿及び寄稿する原稿は、いずれも他に未発表のものとし、完成原稿に限る。

第３条　本誌に投稿及び寄稿する原稿の本文は、いずれも原則として日本語によって表記すること

とする。

第４条　熊本学園大学『社会関係研究』の編集及び刊行に関する規程（以下「編集規程」という。）

第７条第１項第１号に定める論文の執筆要領は次のとおりとする。

　⑴　400字詰原稿用紙40枚以上60枚以内（注、参考文献を含む）
　⑵　邦文600字以内欧文300語以内の要約を添付する。
　⑶　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。

　⑷　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。

２　前項の制限枚数を著しくこえる原稿については、委員会の議を経て、受理することができる。

ただし、その掲載については分割掲載をすることがある。

３　前項の分割掲載は３回を限度とする。

第５条　編集規程第７条第１項第２号に定める研究ノートの執筆要領は、次のとおりとする。

　⑴　400字詰原稿用紙30枚以上40枚以内（注、参考文献を含む）
　⑵　欧文200語以内の要約を添付する。
　⑶　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。

　⑷　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。

第６条　編集規程第７条第１項第３号に定める判例研究の執筆要領は次のとおりとする。

　⑴　400字詰原稿用紙20枚以上40枚以内
　⑵　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。

　⑶　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。

第７条　投稿は、次の手順に従うこととする。

　⑴　執筆者氏名を抹消した投稿原稿の複写２部を委員会に提出する。

　⑵　提出の際に委員会の投稿者台帳（別記様式）に必要事項を記入し、同台帳に記載されている

原稿整理番号を複写原稿の表に転記する。

　⑶　委員会からの通知に従って投稿原稿本体を委員会に提出する。

第８条　校正は、執筆者が行い、原則として２校までとする。

２　校正時の大幅な加筆、削除、修正は認めない。

３　委員会が指定する校正期間は厳守しなければならない。

４　執筆者によって前項及び第８条第２項が厳守されない場合は、委員会は当該号への不掲載の措

置をとることができる。

第９条　投稿原稿の締切日は委員会が決定し発表する。

２　第７条第１号及び第２号の手順を完了する最終期日を締切日とする。

３　第７条第３号の手順を完了する日を原稿受理日とする。

第10条　投稿者及び寄稿者には、別刷り50部を無償で交付する。

第11条　本細則の改廃は評議員会が行う。
　　　附　　則

本細則は、平成６年４月１日から施行する。
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